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学校現場の声 

「授業をするためには、それと同じ程度の準備の時間が必要ではないかと思います。ゆと

りのある授業をするためにも、職員定数の増員が急務です。」 

「労働時間について指導が入るのに、事務的な仕事など児童生徒や授業に関係のない業

務が多すぎる。」 
 

 

 

 

 

 

 
 

半数以上の教職員が、 

授業の準備時間が「取れていない」 

 
 

ＳＴＯＰ超勤 ニュース② 
～「働き方実態アンケート」の結果から考える～ 

 

 

アンケート実施主体 

北海道高等学校 

教職員組合 

011-231-0816 

全北海道 

教職員組合 

011-742-0101 

☆授業準備や教材研究について、「46％」が「あまり取れていない」、「6％」が「ま

ったく取れていない」と回答しています。準備が不十分なまま、授業していると

感じている教員が多数いることは、超勤実態とともに、深刻な問題です。 
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れていない
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十分に取れている 64 4%

ある程度取れている 625 43%

あまり取れていない 677 46%

まったく取れていない 90 6%

合計 1,456
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上限を超えないため、あるいは、医師との面接

指導を避けるため等を理由に実態通りの出退勤記

録をしていない場合、授業準備の時間が取れてい

ないと回答している割合が高くなっています。何

の手立てもないまま、見かけの上限時間を守るよ

うに促すことで、授業準備の時間が削られている

可能性があります。 

 

全体の集計 

打刻後等に仕事

を継続している

人を抽出 


